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I はじめに 
 2003年度より高等学校で教科「情報」が必修化され
たが，大学においても，高校より引き続いての更なる
情報リテラシー教育が，学生の側からも社会の側から
も強く求められている，という昨今の情勢は，既に周
知の事実であろう。ここで広義の「情報リテラシー」
科目と言った場合には，コンピューターや情報の活用
方法を教える，いわゆる狭義の「コンピューターリテ
ラシー」科目に加えて，情報に関する法律や倫理とい
った側面を扱う人文社会学系の授業科目までも広く含
むことになるのだが，本報告では，現在，筆者が中央
大学法学部で授業を担当している，3, 4年生を対象に
した，一般教養科目であるが技術的で専門性の高いプ
ログラミング科目（春学期にPerl，秋学期に Javaを扱
う）に話を絞ってその実践状況を詳しく紹介する。 
 
II 中央大学法学部のコンピューター関連科目 
 近年，人文社会学系の大学生に対しても情報リテラ
シー教育が必要不可欠であるという認識が，学生本人
の意識としても，社会の側からの要請としても，非常
に強くなってきている。これは，文系学生の側におい
ては，コンピューターへの苦手意識や情報弱者である
ことの自覚，もっと端的かつ卑近な例で言えば，卒業
論文を執筆するにあたりワープロソフトが使えないと
困るからとか，就職後にパソコンが使えないと困りそ
うだから，というような事情が根底にあっての要求と
見える。一方，社会の側からは，これも端的かつ卑近
な例で言えば，これからの若い者はコンピューターと
中国語が使えないと困るとか，コンピューターがらみ
の犯罪やコンピューターウィルスの感染による業務上
の機密の漏洩，Twitterでの筆禍事件などにはくれぐ
れも気を付けてくれとか，理念はともかく，そのよう
な実務面からの要求があるだろう。いずれにしても
我々の生活の中で，今後当面，コンピューターの重要
性がより高まることはあっても低下することは無さそ
うな情勢なので，いわゆる文系の学生といえども，苦
手なコンピューターを避けて触れずに済ますことは，
もはや不可能事に近い。 
 このような状況の中，中央大学法学部でも，学生・
社会両面からのニーズに応えるべく，1993年度より
コンピューター関連の授業科目を設置・開講して，以
後，多少のカリキュラムの変更を経て今に至ってい
る。 
 現在，中央大学法学部では，1, 2年生をおもな対象
として（ただし3, 4年生も受講は可能），春学期に情
報処理1，秋学期に情報処理2という選択科目を開講
し，コンピューターリテラシー教育にあたっている。
また，その上位科目として，3, 4年生を対象として春
学期に 
 情報処理論A1（HTMLとCSS） 
 情報処理論B1（Perlプログラミング） 
秋学期に 
 情報処理論A2（SPSSを用いた統計処理） 
 情報処理論B2（Javaプログラミング） 
という4つの選択科目を開講している（この4科目は
1, 2年生は受講できない）。ただし，上位・下位とは
いっても，対象学年の区分という程度の意味合いでし
かなく，情報処理論A1～B2のシラバスにも「情報処
理1・2を履修していることが望ましい」と書いてある
だけで，情報処理1・2を履修済であることを情報処
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理論A1～B2履修のための必要条件とはしていない。 
 本報告では，これらの科目のうちから，情報処理論
B1（Perlプログラミング）と情報処理論B2（Javaプロ
グラミング）の実践状況を紹介する。 
 なお，1, 2年生を対象としている情報処理1・2のこ
こ数年間の取り組み，及び法学部情報処理教室のイン
フラ整備についての詳細は岡田[2]を参照されたい。 
 
III プログラミング科目 ― 情報処理論B1・B2 
 中央大学法学部では，前節で述べたように，3, 4年
生向けに，春学期に情報処理論A1・B1，秋学期に情
報処理論A2・B2を設置していて，そのうちのB1で
Perl，B2でJavaのプログラミングの授業をおこなって
いる。III - 1節では，情報処理論B1・B2で使用するプ
ログラミング言語の選定過程を紹介する。III - 2節で
セメスター制のB1・B2への影響を，III - 3節で法学部
の特殊事情を述べる。III - 4節では，B1・B2の授業内
容を紹介する。III - 5節でB1の学期末試験（学期末課
題）の問題を3例，III - 6節でB2の学期末課題の問題
を3例示す。III - 7節で， B1・B2における受講者の
理解度・達成度について述べる。 
 ちなみにB1・B2とも，履修者数は例年10人前後で
ある。 
 
III - 1 情報処理論 B1・B2 で用いるプログラミング
言語の選定 
筆者は2010年度から情報処理論B1・B2を担当して
いるが，この科目を委嘱される際に，プログラミング
を教えるように依頼された。技術的で専門性が高いプ
ログラミングをあえて法学部で教える理由は，1, 2年
生向けの情報処理1・2のような「コンピューターと情
報の活用方法の習得」を目指すいわゆる「コンピュー
ターリテラシー」科目からさらに歩を進めて 
 問題解決に必要な論理的かつ科学的な思考能力
を養うため 
 IT分野に関する知識を深めるため 
とのことだった。 
 プログラミング言語の選定は筆者に一任されたのだ
が，筆者の前任者は，春学期のB1の前半でHTMLと
Java（JavaScriptかもしれない）を扱い，後半では一転，
企業システム論として ITマーケットの情勢を論じ，
秋学期のB2ではXMLを取り上げていたとのことであ
った。それならば筆者も，春学期のB1でHTMLと
CSSを，秋学期のB2でJavaScriptを教えることにしよ
うと思ったのだが，HTMLとCSSはプログラミング
言語ではないし，情報処理論A1の方で扱うとのこと
だったので，別の言語を選定しなければならなくなっ
た。そこでC，C++，C#，Visual Basic，Scheme，Perl，
Ruby，Java，PHPなどのプログラミング言語を候補と
して考えたのであるが， 
1. 学生が自分のPCに自習用の環境を作りやすいよ
うに，フリーソフトで，かつインストールが簡
単なものが良い 
2. Microsoft Windowsなど特定のOSに依存しないも
のが望ましい 
3. 実用的な，あるいは面白みのあるプログラムが
手軽に書けると良い 
4. プログラミングの前提になる周辺知識をあまり
必要としないものが良い 
5. マイナーな言語よりは，よく使われている言語
の方が良い 
6. プログラムの書式や文法，使われている概念な
どがわかりにくくないものが良い 
というような観点から総合的に判断して，春学期の
B1はPerl，秋学期のB2はJavaを用いることにした。
この教育用プログラミング言語の選定をした際の，各
言語に対する筆者の大まかな評価を表1に示す。 
 
表 1. 各言語に対する筆者の大まかな評価 
 
 C系の言語の処理系としては，Microsoft Visual 
Studio 2008 Expressという無料ソフトがあったが，
Windowsにできるだけ依存しない環境を用意したかっ
たのと，次のVisual Basicのところで述べるように，
あまり便利な統合開発環境は使いたくなかったので，
採用しなかった。また，Microsoft Visual Studio 2008 
Express以外の処理系を使う場合には，1のフリーソフ
1 2 3 4 5 6 
C △ ○ × ○ ○ ○ 
C++ △ △ × △ ○ △ 
C# △ × × △ ○ △ 
Visual Basic △ × ○ ○ ○ ×
Scheme ○ ○ × ○ × ×
Perl ○ ○ ○ ○ ○ △ 
Ruby ○ ○ ○ △ ○ △ 
Java ○ ○ ○ △ ○ △ 
PHP △ ○ ○ × ○ ×
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トでのプログラミング環境作りと，3の面白みのある
プログラムを書くことを両立させることが難しいよう
に思われた。 
Visual Basicは手軽にグラフィカルなプログラムが
書けてよいのだが，1のフリーソフトであること，2
のWindowsに依存しないことという条件に抵触する
し，Visual Basicの統合開発環境は非常に使いやすい
ものだが，それがかえってプログラミングで一番大事
な logicの部分を初学者の目から隠蔽してしまうこと
にならないか，マウスで画面上に部品を配置して，メ
ニューから各部品の属性値を変更することがプログラ
ミングのすべてと誤解されるのではないか，というこ
とが心配になった。また，Visual Basicはその手軽さ
と裏腹に，文法・書式がいま一つ洗練されていないよ
うに思われるので，初めて学ぶプログラミング言語と
してはあまり適さないように感じた。 
 Schemeは，5のマイナーな言語に該当する感が否め
ないし，初心者には3，6も満たさないような印象を
持たれそうなので除外した。 
 Perlは，プログラムの書き方が汚くなりがちである
が，それはこちらがプログラム例を示すときに汚い書
き方をしないように気を付ければよく，それよりも学
生が自分のPCに自習用の環境を用意しやすいこと
（MacやLinuxにもインストール可能である），それ
なりに意味のあるテキスト処理のプログラムが短く簡
単に書けることを高く評価した。なお，授業で用いる
Windows 7用のPerl処理系としてはActiveState社が無
料で配布しているActivePerl [3]を採用することにした。 
 Rubyは，最近，東京大学教養課程他のプログラミ
ングの授業[4]でも使用されているように，教育用の
言語としてもなかなか良さそうで，Perlとの比較で迷
ったが，オブジェクト指向言語である点が初学者向き
ではないと判断し，オブジェクト指向を強制されない
Perlの方を選ぶことにした。 
 PHPは，ウェブ上で動作する掲示板などが手軽に書
ける点は良いのだが，HTML，CSS，ウェブサーバー
の設定など，プログラミングに直接関係ない部分の予
備知識が必要なので除外した。 
 Javaは，Perlと同様にMacやLinuxにも自習環境を
用意することが可能で，さらにWindowsのAPIに頼ら
ずに画像を扱えるので，テキスト処理が得意だがいさ
さか地味なPerlとのメリハリも効くと思い，採用する
ことにした。Javaは生粋のオブジェクト指向言語であ
るため，初学者には難しいのではないかという点が気
になったが，上述のような利点の方を高く評価して，
採用に踏み切った。Javaの処理系は，当時Sun 
Microsystems社（現Oracle社）が無料で配布していた
Java SEの JDK 6を使用することにした。 
 Perl，Javaとも，プログラミングに用いるツールと
しては，言語処理系の他には，秀丸エディタ[5]（テキ
ストエディタ）とWindows 7に付属しているコマンド
プロンプトだけを使うことにした。初心者の段階では，
Visual Basicのところで述べたように，便利すぎる統
合開発環境は使わずに，シンプルなテキストエディタ
でプログラムを書く方が，自分のやっている事がよく
見えて良いのではないかと考えたためである。秀丸エ
ディタは情報処理教室にインストール済だったので使
うことにしたのだが，有料ソフトなので，先の 1の条
件を徹底するならば，テキストエディタもNotepad++
（EUC-JP 対応版）[6]のようなフリーソフトを選択し
た方が良いだろう。 
 
III - 2 セメスター制の情報処理論B1・B2への影響 
 中央大学法学部では，2009年度からセメスター制
を導入している。Perlを春学期，Javaを秋学期の科目
として2つの言語を取り上げることにしたのは，もち
ろんセメスター制に従ってのことである。しかし，実
際のところ，たった半年（週1回×15週）で1つのプ
ログラミング言語を教えることは，非常に困難である。
たとえば，筆者が別の大学の情報系の学科で1年生に
C を教えていた時には，講義が週 1回，演習も週 1回，
それらを通年で30週，というゆったりしたカリキュ
ラムが組まれていたし，また，筆者自身がある大学の
情報系の学科の学生だった時には，Pascalを，講義が
週1回，演習が週2回，それを通年で30週と非常に手
厚いカリキュラムで教わったものである。 
 それらと比べて，週1回×半期15週の授業で1つ
のプログラミング言語を教えるとなると，授業内容を
大幅に削らない限りは，授業の進み方が相当速くなる
ことが避けがたく，学生がついて来られないのではな
いかという心配が生じるのだが，セメスター制の理念
に従うならば，1つの言語を1年かけて教えるという
ことはしにくいのである。仕方がないので，春学期と
秋学期で扱う言語を変えて，夏休みを挟んで気分転換
を図るのだと割り切ることにした。 
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III - 3 法学部の特殊事情 ― 大学入学後の進路変更
と一般教養科目の関係 
 情報処理論B1・B2の授業方針・授業内容を具体的
に定めるにあたっては，法学部ならではの特殊事情を
考慮に入れておく必要があるだろう。 
 III - 1節では，技術的で専門性が高いプログラミン
グをあえて法学部で教える理由として 
 問題解決に必要な論理的かつ科学的な思考能力
を養うため 
 IT分野に関する知識を深めるため 
の2つを挙げた。これらはもちろん妥当な理由だが，
筆者にはもう一つ，プログラミングのようなおよそ法
律に関係の無い教養科目が法学部で開講される理由と
して，学生に法律以外の多様な教養を身に付けさせる
（身に付かないまでも様々な知的分野を紹介する）と
いう配慮の意味合いが，他学部における一般教養科目
の場合よりも強くあるのではないかと感じられた。 
 法学部の学生は，その多くが裁判官や弁護士などの
法曹になることを夢見て入学して来ているのだが，在
学中の早い段階で自分には法律の勉強が合わないと気
付いたり，また法曹に憧れる気持ちが強くても司法試
験に受からなかったりで，法律とはまったく分野違い
の方面に否応なく進路変更を迫られるケースが，どう
しても必然的に多く生じるのである。これがたとえば
医学部の学生であれば，入学当初の目標であった臨床
医が自分には向いていないことがわかったので基礎研
究に進路を転じる，という具合に，同じ医学の枠内で
の進路変更が可能な場合もあろうが，法学部の学生の
場合，法律という分野内での進路変更は，選択の幅が
狭く難しい。大学入学後のやむにやまれぬ進路変更は，
もちろんどの学部のどの学生の身の上にも生じ得るこ
とであり，本人にとっては等しく深刻な問題であるが，
こと法学部の場合は，そうなり得る人数のスケールが
大きいのである。 
 中央大学法学部は1学年に1400人前後の学生が在籍
する国内有数のマンモス学部であるが（うち法律学科
が850人前後），法務省の「平成24年司法試験法科大
学院等別合格者数等」[7]によると，中央大学法科大学
院からの平成24年司法試験の受験者は489人，最終合
格者は202人である。法学部の在籍学生数も司法試験
の受験者数・合格者数も年によって増減があり，中大
から他大の法科大学院に進んだ者，逆に他大から中大
の法科大学院に入った者がいるため，ごくごく大ざっ
ぱな見積もりになるのだが，毎年の法学部の卒業生
1400人前後のうち，ざっと1000人程度はそもそも司
法試験を受けていないか，受けても不合格になってい
るかのどちらかである。法律学科の卒業生に限って見
積もっても，毎年ざっと400人あるいはそれ以上の人
数がそもそも司法試験を受けていないか，受けても不
合格になっているわけである。 
 この司法試験を受けていないか，受けても不合格に
なってしまった卒業生たちのうちで，初めから法曹を
目指してはいなかったという人はよいが，入学当時は
本気で法曹を目指していたという人は，いずれどこか
のタイミングで法曹から別の何かに将来の目標を変更
することになる。この変更は不本意で挫折感を伴うも
のでもあろう。そういう意味では，法学部の学生は，
自分の意志で選んだ進路とはいえ，競争が苛烈で，気
の毒な部分があるのである。 
 このような厳しい事情が潜在しているため，法学部
が幅広い教養科目を開講して，法律以外の多様な知的
分野へ目を向ける機会を用意していることは，法曹へ
の道をひた走りに邁進する学生の教養向上のためはも
ちろんのこと，他の分野への進路変更を余儀なくされ
る多くの学生のために，意外に大きな意味を持ってい
るのである。まだ将来の事をよく見通せていない学生
たちは，一般教養科目を一括りに「パンキョウ」など
と呼び習わして一段下に見て軽んじるが，教える側は
専門科目同様の責任を感じないわけにはいかない。 
 
III - 4 情報処理論B1・B2の授業内容 
 プログラミング経験の無いいわゆる文系の学生に半
期15回でプログラミングを教えるとなった場合，ど
の程度の内容まで教えるかという設定，難し過ぎず簡
単過ぎずというさじ加減が，なかなか難しい。情報処
理論B1（Perl）の2012年度の授業内容の概要を表2
（次頁）に，情報処理論B2（Java）の2011年度の授
業内容の概要を表3（次頁）に示す。 
 表2，3を見ると，文系の学生を対象にした初歩的
な半期ずつの授業にも関わらず，B1・B2とも，情報
系の学部・学科でおこなわれる通年の授業並みの話題
を，かなり無理をして半期ずつに押し込んであること
がわかる。B1（Perl）では，第12回まで自作のテキス
トを紙で配布したのだが，全部で170ページ程あり，
授業1回あたり平均13ページ強のペースで進まねばな
らず，授業のスピードがかなり速い。B2（Java）では，
テキストをHTMLで書いてウェブページとして閲覧
させることにしていて，文章の量をPerlのテキストよ 
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表2. 情報処理論B1（Perl）の授業内容概要（2012年
度） 
 
りも減らしたのだが，話題が盛りだくさんなことに変
わりはなく，授業のスピードはやはりかなり速い。 
 そこで，もし，いくつかの話題を間引いて授業の進
行にゆとりを持たせるべきだとしたら，どの話題を間
引くかだが，さしあたってB1のPerlでは，第3回の
『プログラムの間違い・インデント』や第8回の『リ
ファレンス』あたり，さらに場合によっては第11回の
『関数その1』（関数を作る）を間引く，というのが
よくありそうな線である。また，各回の分量を減らす
ために，たとえば第4回中の「2の補数表現」や第10
回中の「tr///演算子を用いた文字変換」のような話題も 
表3. 情報処理論B2（Java）の授業内容概要（2011年
度） 
（※）2011年度は都合により13回で終了。 
 
削ろうと思えば削ることはできる。B2 の Java の方は，
最終的に簡単なゲームや電卓などを作るところまで行
きたいので，必要とされる知識が多く，話題を間引く
のがなかなか難しいのだが，クラスの継承やイベント
などを全部ブラックボックスの「おまじない」として
使わせるだけにして説明を省くという手はある。 
 しかし，筆者はあまり話題を間引くのは気が進まず，
むしろギュッと詰め込む方を選択した。これは III - 3
節で述べたように，特に進路変更を余儀なくされる学
生のために，法律以外の知識を可能な限り与えたいと
回 授業内容 
第1回 ガイダンス 
 Excelで4bit加算回路シミュレーション 
第2回 プログラミングの準備 
 秀丸エディタ・コマンドプロンプト 
第3回 プログラムの間違い・インデント 
 エラーメッセージが出る誤りと出ない誤
り・インデントのスタイル 
第4回 変数・数値 
 スカラ変数・整数・浮動小数点数・2の補数
表現 
第5回 文字列・リスト（配列） 
 文字列・リスト（配列）・コンテキスト 
第6回 条件分岐・演算子・ループ 
 if・いろいろな演算子・演算子の優先順位と
結合性・foreach・for・while・do-while 
第7回 ループ制御演算子・ハッシュ 
 last・next・redo・ハッシュ 
第8回 リファレンス 
 ハードリファレンス・シンボリックリファ
レンス・配列とハッシュを組み合わせる（多
次元配列・ハッシュの配列など） 
第9回 正規表現その1（文字列照合） 
 substr関数・正規表現とm//演算子を用いた
文字列照合・後方参照 
第10回 正規表現その2（文字列置換・文字変換） 
 正規表現と s///演算子を用いた文字列置換・
tr///演算子を用いた文字変換 
第11回 関数その1 
 関数を作る・引数・返り値・ブロックとス
コープ 
第12回 関数その2 
 Perlに用意されている便利な関数 
第13回 小課題の復習 
第14回 Perl/CGI によるウェブ掲示板その1 
 簡単なウェブ掲示板（Twitterの簡易版みた
いなもの）を作る 
第15回 Perl/CGI によるウェブ掲示板その2 
 同上 
回 授業内容 
第1回 ガイダンス 
 オブジェクト指向プログラミングとは 
第2回 プログラミングの準備 
 秀丸エディタ・コマンドプロンプト・コン
パイル・情報の探し方 
第3回 変数・定数 
 基本データ型（int・float・char・booleanなど）・
リテラル・final・変数の宣言・値の表示 
第4回 条件分岐・ループ・1次元配列 
 if・switch・for・while・do-while・break・
continue・return・1次元配列 
第5回 演算子 
 いろいろな演算子・演算子の優先順位と結
合性 
第6回 多次元配列 
 多次元配列の宣言と初期化・要素数の取得 
第7回 クラスとメソッド 
 クラスの宣言・インスタンスの生成・コン
ストラクタ・メソッドの宣言と呼び出し・
オーバーロード・publicなクラス・publicな
メソッド・staticなメソッド 
第8回 クラスの継承 
 extends・super・オーバーライド 
第9回 イベント 
 インターフェース・implements・イベントリ
スナ  ー
第10回 学期末課題その1（スロットマシーン） 
 一定時間で書き換わるアニメーションをマ
ウスクリックで止める 
第11回 学期末課題その2（電卓） 
 スロットマシーンのように強制的にアニメ
ーションが進行しない代わりに，少し複雑
なプログラム 
第12回 学期末課題その3（壁打ちテニス） 
 ダブルバッファリング・ボールの反射・遊
んで楽しい工夫 
第13回 
（※） 
学期末課題その4（迷路を最短路で解く） 
 キューを用いた幅優先探索・テキストファ
イルの読み込み 
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いうことによる。もちろん，限られた時間内での授業
なので，話題を詰め込むにも限界があり，何から何ま
で教え切ることは不可能であるが，中央大学法学部と
いえば名にし負うエリート学部であり，プログラミン
グに不慣れな文系学生ではあっても頭脳のポテンシャ
ルは非常に高いはずなので，そのポテンシャルに期待
をかけて，授業内容は詰め込めるだけ詰め込む，とい
う方針にして現在に至っている。 
 B1・B2の難易度と速度・分量に関しては，学期末
に受講者に表4，5のような無記名のアンケートを実
施したところ，B1・B2とも法学部の平均的な授業よ
りも，「やや難しい」，「やや速い・（分量が）多い」
と受け止められていることがわかった。そうは言って
も，「とても難しい」や「とても速い・（分量が）多
い」という回答が極端に多いわけではないので，あま
り非常識な難易度，速度・分量にはなってはいないと
判断してよいだろう。 
 
III - 5 情報処理論B1の学期末試験（学期末課題） 
 B1のPerlは，当初， 
 情報処理教室のPCを使って小さなプログラムを
時間内にいくつか作る 
 授業中に配布したテキストや参考書を見たり
Googleなどで情報を検索してもよい 
という形式で学期末試験をおこなって成績評価をして
いた。Perlは10行以下の短いプログラムでもそれなり
に意味のあるものが作れるので，80分程度の時間内
に小さなプログラムを数個作らせるような試験が十分
に可能である。しかしながら，追試験・再試験が生じ
た場合の試験場や日時の調整の都合などから，2012
年度は学期末試験をやめて，学期末課題を提出という
形式に変更した。この学期末試験（学期末課題）の点
数に，授業中に出題した小課題の点数をいわゆる「出
席点」として加算して最終成績とするのだが，最終成
績への影響は出席点よりも学期末試験（学期末課題）
の方が大きくなるように調整してある。 
次頁に，B1（Perl）の学期末試験（学期末課題）の
問題を3例，問1～3として示そう（問題文は紙幅の都
合で多少変更してある）。 
 
 
 
 
 
表4. 情報処理論B1（Perl）の難易度と速度・分量に
関するアンケート結果 
 
授業の（体感的な）難易度と速度・分量について，表に 
 情報処理論B1の難易度と速度・分量を○ 
 中央大学の授業の平均的な難易度と速度・分量を▲ 
を記入してもらった。 
 とても
難しい 
やや 
難しい 普通 
やや 
 簡単 
とても 
 簡単 
とても 
速い・ 
 多い 
○3 
 
○1 
 
○1 
   
やや 
速い・ 
 多い 
○3 
 
○7 
▲1 
○2 
▲1   
 
普通 
 
 
▲1 
○2 
▲3 
○1 
▲6 
 
▲1  
やや 
遅い・ 
少ない 
 
▲1 
 
▲1 
 
▲1 
 
▲4  
とても 
遅い・ 
少ない 
     
対象は2010～2012年度の情報処理論B1受講者で 
全回答数は20。○▲の右側の数字はその回答数。 
 
 
表5. 情報処理論B2（Java）の難易度と速度・分量に
関するアンケート結果 
 
授業の（体感的な）難易度と速度・分量について，表に 
 情報処理論B2の難易度と速度・分量を○ 
 中央大学の授業の平均的な難易度と速度・分量を▲ 
を記入してもらった。 
 とても
難しい 
やや 
難しい 普通 
やや 
 簡単 
とても 
 簡単 
とても 
速い・ 
 多い 
     
やや 
速い・ 
 多い 
○2 
▲1 
○2 
  
 
▲1  
 
普通 
 
 ○1  
○2 
▲2 
○1 
▲2  
やや 
遅い・ 
少ない 
    ▲2  
とても 
遅い・ 
少ない 
     
対象は2010, 2011年度の情報処理論B2受講者で 
全回答数は8。○▲の右側の数字はその回答数。 
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5×5の碁盤のようなマス目を表す「配列の配列」
@boardに，小文字のoとxが以下のようにセット
されている： 
 
@board = ( 
[ 'o', 'x', 'o', 'x', 'x' ], 
[ 'o', 'o', 'o', 'x', 'x' ], 
[ 'o', 'x', 'x', 'x', 'o' ], 
[ 'x', 'x', 'o', 'x', 'o' ], 
[ 'o', 'o', 'x', 'x', 'x' ], 
); 
 
この@boardのoの縦方向の個数を数えて 
 
> perl tate_goukei.pl 
4 2 3 0 2 
 
と表示するプログラムを作れ． 
 
 
 
正整数a, b, c（ただしa≦b≦cとする）が等式 
a2 + b2 = c2を満たす時，3つ組 (a, b, c) をピタゴラ
ス数と言う． 
c = 10000に対してピタゴラス数を成すa, b をす
べて求めて表示するプログラムを作れ．実行結果
は以下のようなもので良い． 
 
> perl pythagoras.pl 
(2800, 9600, 10000) 
  … 
 
題意を満たすピタゴラス数は 4 組存在するので，
(2800, 9600, 10000) 以外の3組も求められるように
すること．解の3つ組を表示する際，a≦b≦c と
なるように注意すること． 
 
 
 
 
 
 
 
 
DNA分子は，A（アデニン），C（シトシン），
G（グアニン），T（チミン）の4つの塩基の並び
（つまり文字A，C，G，Tからなる文字列）とし
て表記されることが多い．ただし，DNA分子は
通常2本の並行するA，C，G，Tの列からなり，
Aの向かいにはTが，Cの向かいにはGがあって，
AとT，CとGが水素結合で結びつくことによっ
て，2本1組の構造（2本鎖と言う）をとる．DNA
分子が2本鎖を形成するために働くAとT，Cと
Gの対応のことを，DNA分子における塩基の相補
性と言う． 
今，分子の3次元的な構造は無視して，もっぱ
ら文字A，C，G，Tからなる2本の文字列として
のみDNA分子を見ることにすれば，たとえば 
…GCATCGGCATCGCCTACG… 
という1本鎖の分子は， 
…CGTAGCCGTAGCGGATGC… 
という相補的なもう1本の分子と，向かい合った
A-T間，C-G間の水素結合によって 
 
…GCATCGGCATCGCCTACG… 
…CGTAGCCGTAGCGGATGC… 
 
という2本鎖を形成する，と表現することができ
る． 
そこで問題． 
1本鎖の分子10本のデータDNA_data.txtを読み
込んで，それらがDNA分子として2本鎖を形成す
るときに対となる（相補的な）分子 10本を画面に
表示するプログラムを作れ． 
入力データとなるDNA_data.txtは 
CGCGACGTGATCGATCGTAGCTACGATCA 
（残りの9本は紙幅の都合で省略） 
を使うこと．実行結果は，対となる分子を画面に
表示するだけの 
 
> perl DNA_complement.pl < DNA_data.txt 
GCGCTGCACTAGCTAGCATCGATGCTAGT 
（残りの9本は紙幅の都合で省略） 
 
のようなシンプルなものでよい． 
  
 
問1. 配列の配列の縦断 問3. DNA分子における塩基の相補性 
問2. ピタゴラス数を求める 
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 問1は，2次元配列を扱えるかどうかを問う問題で
ある。CやJavaのように多次元配列が初めから用意さ
れている言語では出来て当たり前の事で，問題になら
ないくらいのプリミティブな操作であるが，Perlでは
リファレンス（Cでいうところのポインターに相当す
る機能）を用いて多次元配列を作らなくてはならない
ので，それなりの問題として成立する。Perlのリファ
レンスは，Cのポインターよりも書式がわかり易く，
配布したテキストにも例となるプログラムを掲載して
あるので，リファレンスの概念を理解していれば，文
法・書式を完全に記憶していなくても，テキストのプ
ログラム例を切り貼りして，たとえば以下のようなプ
ログラムが書けるはずである。 
 
プログラム1. 問1の解答例 
@count = ( ); 
foreach $p (@board) { 
    for ($i = 0; $i < 5; $i++) { 
        if ($p->[$i] eq 'o') { $count[$i]++; } 
        else { $count[$i] = $count[$i] + 0; } 
    } 
} 
print join(" ", @count) . "¥n"; 
 
 細かいことを言えば，forの条件式中に5のような
定数を直に埋め込むべきではないとか，1行目と5行
目の書き方は如何なものか（@boardの横幅が5と最初
から決まっているのなら，@countに5個の要素を作
って0で初期化しておく方が望ましいのではないか），
というようなことがあるが，今はそこまでは問わない
ことにしている。 
 問2は，forやwhileを使ってaとbを動かしての探
索ができるか，ifを使って等式 a2 + b2 = c2 の成立を検
出できるかを問う問題である。Googleなどで検索す
れば，4組の解は 
(2800, 9600, 10000)，(3520, 9360, 10000)， 
(5376, 8432, 10000)，(6000, 8000, 10000) 
であることはすぐにわかるので，この問題は，既知の
解に向かって方法を考える，という逆算的なアプロー
チで臨んでもよい。今，プログラムの実行速度などに
ついては何も求めていないので，たとえば以下のよう
なプログラムが書ければよい。 
 
プログラム2. 問2の解答例 
$c = 10000; 
$max_a = $c / sqrt(2); 
# a * aは1から(c * c) / 2まで調べれば十分 
 
for ($a = 1; $a <= $max_a; $a++) { 
    for ($b = $a; $b <= $c; $b++) { 
        if (($a * $a + $b * $b) == ($c * $c)) { 
            print "($a, $b, $c)¥n"; 
        } 
    } 
} 
 
 ちなみに問2は，上の解答例のように単純な2重ル
ープで書くと，法学部の情報処理教室のPCでは計算
終了までに10秒程かかるので，プログラムの単純さ
が必ずしも計算の速さに結び付かないことが体験でき
る例となっている。 
 問3は，最近の学生は文章の長い問題が苦手だとい
う話をよく耳にするので，奮起（？）を促すために，
あえて問題文を長くしてあるのだが，長文に惑わされ
なければ，答えは簡単で，たとえば以下のような短い
プログラムが書ければよい。いわば点取り問題である。
tr///ではなく s///を用いるプログラムを書いてもかまわ
ない。 
 
プログラム3. 問3の解答例 
while ($dna = <STDIN>) { 
    $dna =~ tr/ACGT/TGCA/; 
    print $dna; 
} 
 
 以上のような問題を20題弱用意し，2010, 2011年度
の学期末試験では，問題の難易度に応じて1題あたり
10点から30点を配点しておいて，好きな問題を解い
てもらって，上限100点（100点を超えた分は切り捨
て）で採点した。2012年度は試験ではなく持ち帰りの
宿題としたため，解答時間に余裕があるので 1題あた
りの配点を少なくして，多くの問題を解かせるように
した。 
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III - 6 情報処理論B2の学期末課題 
 B2（Java）は学期末課題を提出させて評価している。
B1同様，学期末課題の点数に，授業中に出題した小
課題の点数を「出席点」として加算するが，最終成績
への影響は学期末課題の方が大きくなるように調整し
てある。学期末課題の問題は，スロットマシーン，電
卓，壁打ちテニス（いわゆるブロック崩しのブロック
が無いもの），幅優先探索で迷路を解くプログラムの
4 題から任意の 1 題以上を選択すること，としている。
そのうちの後者3つの完成画面を図1～3に示す。 
 いずれも簡素ながらグラフィック表示をおこなうプ
ログラムになっているが，画面を構成する要素（電卓
のボタンや壁打ちテニスの反射バーや迷路の壁を表す
レンガ模様など）を作って配置することは主たる題意
ではないので，描画に用いる画像ファイルやルーチン
はこちらで予め作成して配布し，学生には，未実装の
「主たる題意」の部分を書き足すようにさせている（要
するに「穴埋め問題」形式で出題しているわけであ
る）。 
 図1の電卓では，ボタンをクリックした時のイベン
ト検出の機構や，計算結果を表示するディスプレイ部
までをこちらで作成しておいて，学生には計算を管理
する部分を作らせている。この課題では，たとえば
「99 + 33 =」という数式を入力する場合，「+」ボタ
ンをクリックした時に，電卓内部の（ディスプレイと
結び付いてない）メモリーに「99」という値をいった
ん記録しておく必要がある，ということを理解させる
ことが肝のようである。 
 ちなみに，スロットマシーンを含めた4題のうち，
オブジェクト指向的なクラスの構造が一番複雑なのは，
この電卓である。図4（次頁）のようなクラスを筆者
が予め作成しておいて使わせることにしているのだが，
複数のクラスやメソッドを持つ Javaのプログラムは
上の行から下の行に向かって整然と処理が流れるわけ
ではなく，実行が上下にあちこち飛ぶので，慣れるま
でなかなか考えにくいようである。 
 図2の壁打ちテニスでは，反射バーをマウスで操作
する部分まで作って与えてあるので，学生はボールの
移動と反射，点数のカウント，ゲーム終了の処理など
を作ればよい。画面書き換えの単位時間ごとにたとえ
ば y = y - 2; などとしてボールの y 座標を減じてやる
とボールが下から上に進む，という原理が理解できれ
ば，そこから先は割とスムーズに作れるようである。
ただし，ゲーム性を高めるためにボールの速度を上げ 
 
図1. 電卓 
 
 
図2. 壁打ちテニス 
 
 
図3. 幅優先探索で迷路を解くプログラム 
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図4. 電卓を構成する各クラスの関係 
 
ようとして，y = y + 12; のように単位時間あたりの y
座標の増分を大きくし過ぎると，ボールが薄い反射バ
ーを飛び越えて下にすり抜けてしまうことがある。こ 
のボールのすり抜けを防止するためのいくぶん泥臭い
工夫は，少しヒントを出さないとなかなか自力では思
い付かないようである。使用しているクラスの構造・
階層は電卓よりもずっと簡単なのだが，この壁打ちテ
ニス（とスロットマシーン）には，電卓と迷路には無
い強制的なアニメーション（1/15～1/60秒程度の間隔
で画面が描き換わる）という制約があって，それがま
た学生にとってはプログラムを考えにくくする要因の
一つとなるらしい。 
 図3の幅優先探索で迷路を解くプログラムは，迷路
を表現するレンガ模様その他の画像ファイルとそれを
表示するルーチン，迷路のマップデータファイルとそ
れを読み込むルーチンを予め作成して配布している。
また，キュー（待ち行列）を用いて幅優先探索で迷路
を解くアルゴリズムも説明してあるので，学生はその
アルゴリズムを Javaでコーディングして，配布され
たプログラムの欠損部に埋め込めばよい。迷路マップ
は画面いっぱいくらいの大きく複雑なものも用意して
あり（迷路マップは学生が自作することもできる），
プログラムが完成して大きな迷路が一瞬で解けた時に
は歓声が上がる（履修者が少ないので小さな歓声だ
が）。 
 
III - 7 情報処理論B1・B2の理解度・達成度 
 情報処理論B1（Perl）の，学期末試験・学期末課題
の出来から推定される学生の理解度・到達度は，正直
なところ，平均的には，あまり芳しくないようである。
その原因の一つとしては，やはり授業が難しく進み方
が速くてついて来られない学生がいる，ということが
あるかと思われる。授業の速さや1回あたりの分量に
ついては，今後とも細かく見直して調整する必要があ
るだろう。 
 しかし，学生の取り組み方にも問題が無いとは言え
ず，筆者は常々，「復習は当然として，（テキストは
予め配布してあるので）1時間でもよいからざっと予
習をして来て，わからなかった箇所を授業時に質問し
て欲しい」と言っているのだが，学生たちはあまり予
習をしている様子が無く，授業中の質問も皆無である。
また，普段の授業にはほとんど出席せずに，学期末の
試験直前とおぼしき回だけやって来て，試験の情報を
聞いて帰って一夜漬けでやっつけようとする学生もチ
ラホラいて，記憶力にものを言わせて試験を乗り切れ
るタイプの授業内容ではないので，そういう魂胆でい
る学生は，大抵受からない。さらに，学生の作業の様
子を見ていると，明らかにPCの操作に不慣れな学生
がかなりの割合で混じっていて（スマートフォンの操
作は鬼神のように素早いのに！），そういう学生は「考
えて，試しにプログラムを書いて，実行して，間違い
があったらまた考えて，…」というプログラミングの
一連の作業サイクルがとても遅く，かけた時間のわり
に成果が上がらないようである。そのようなPCの操
作に不慣れな学生のために，学期の早い段階で，操作
の訓練をする時間を設けた方が良いのかもしれない。 
情報処理論B2（Java）の，学期末課題の出来から推
定される学生の理解度・到達度は，B1（Perl）のそれ
よりも良い。これは，B1でまるきり歯が立たなかっ
た学生はB2を履修せず，B1である程度以上出来た学
生ばかりが B2 を履修するせいだろうと思われるので，
手放しで喜べないところである。しかし，逆に見れば，
わざわざB2を履修する学生は，単に単位が欲しいと
いうだけのことではなく，プログラミングにそれなり
の面白みを感じて授業に取り組んでいるのだろうと思
われる。 
 良い方の話をすると，B1・B2とも毎年，受講者の
2割程度はよく出来て，学期末試験・学期末課題の結
果のみで（あるいは普段の出席点と合計で）きちんと
100点満点の90点以上に達する。 
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IV まとめ 
 出来の良くない学生の点数を見れば「やはり難し過
ぎたか」「速過ぎたか」という反省の念が起きるし，
出来が良い学生の方を見れば「現在の授業内容でも決
して難し過ぎはしないのだ」という現状肯定的な気分
にもなるしで，両極の間でどちらに舵を切るべきか，
たえず気持ちが揺れ動いているのだが，B1・B2では
あまり妥協せずに，「やや難しめ」というあたりをこ
の2年半，とりあえずの落とし所として採用し続けて
いる。その根拠としては，法学部でおこなうプログラ
ミング授業の意味を，III - 3節のような文脈に沿って
考えてみた場合に，「文系の学生が相手だから，適当
に話題を間引いて簡単な内容で済ましておこう」とい
う方針で授業をおこなうならば，（授業が簡単になっ
て当座の学生の受けは良くなるかもしれないが）せっ
かくの大学の授業が，気の抜けた文化サークルや同好
会のようなものに堕してしまう恐れがあり，教える者
の態度としては不誠実の誹りを免れないだろうと思う
からである。 
 もしもB1・B2の履修者の中に，法曹になるという
目標を変更して，一転，プログラマーやSEを目指そ
うとする学生がいた場合に，（B1・B2を履修したか
らといってすぐにプログラマーやSEになれるもので
もないが）その準備・予習としてできるだけ役に立つ
ような授業をしたい。その思いから，あえて詰め込み
気味の授業で押し通している次第である。 
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